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本
会
議
の
概
要

平
成　

年
第
２
回

１９定
例
会
日
誌

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
（
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
）
は
６
月
１
日
に
開

１９

会
し
、
会
期
を
２
日
間
延
長
し
て
６
月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
本
定

２８

例
会
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１１万人市民の悲願達成へ第一歩、ＪＲ中央線下り線が高架切り換え
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【
６
月
】

１
日　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

４
日　
　

６
日　

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日

　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
請

１１

願
・
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１３
　

日　

建
設
環
境
委
員
会　

１４
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１５
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１８
　

日　

駅
周
辺
整
備
調
査

１９
　
　
　

特
別
委
員
会

　

日　

行
財
政
改
革
調
査

２０
　
　
　

特
別
委
員
会

　

日　

ご
み
処
理
施
設
建
設
等

２１
　
　
　

調
査
特
別
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２２
　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

２６

件
の
採
決
）

　

日　

本
会
議
（
議
員
提
出
議
案

２８

の
審
議
及
び
採
決
）

ごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設等等等等等等等等等等等等調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会をををををををををををを設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置ごみ処理施設建設等調査特別委員会を設置
義義義義義義義義義義義義務務務務務務務務務務務務教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育就就就就就就就就就就就就学学学学学学学学学学学学児児児児児児児児児児児児のののののののののののの医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例をををををををををををを可可可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決決決義務教育就学児の医療費助成条例を可決

　

５
月　

日
に
全
員
協
議
会
を
開

２９

催
し
ま
し
た
。
協
議
事
項
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。

▼
「
新
焼
却
施
設
建
設
計
画
に
係

る
小
金
井
市
・
国
分
寺
市
の
現

時
点
で
の
考
え
方
」
に
つ
い
て

▼
平
成　

年
度
可
燃
ご
み
処
理
に

１９

係
る
広
域
支
援
の
状
況
に
つ
い

て 全
員
協
議
会

!!!!!!! !! !

　

関
東
財
務
局
か
ら
、
貫
井
北
町
三
丁

目
の
公
務
員
住
宅
用
地
の
一
部
に
つ
い

て
、
売
却
情
報
が
公
表
（
通
知
）
さ
れ

ま
し
た
が
、
取
得
目
的
、
財
源
措
置
等

の
期
限
ま
で
の
検
討
・
調
整
が
時
間
的
に
困
難
な
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
購
入
す
る
意
思
が
な
い
旨
を
市
長
が
報
告
し
た
も
の
で
す
。

　

二
枚
橋
焼
却
場
の
全
焼
却
炉
の
停
止

に
伴
い
、
今
後
の
市
の
ご
み
処
理
に
つ

い
て
、
建
設
環
境
委
員
会
で
協
議
を
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
重
点

的
に
協
議
を
す
る
た
め
に
、
新
処
理
施
設
の
建
設
や
広
域
支
援
等
に
つ

い
て
を
調
査
の
柱
と
し
て
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。（
な
お
、

委
員
に
つ
い
て
は
、
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

こ
の
条
例
は
、
義
務
教
育
（
小
学
校

１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
が
対

象
）
の
児
童
・
生
徒
の
健
康
保
険
対
象

の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。
助
成
の
内
容
は
、
通
常
、
小
学
生
以
上
の
自
己
負
担
割
合
は
３
割

で
す
が
、
こ
の
内
の
１
割
を
市
と
東
京
都
が
助
成
し
、
自
己
負
担
を
２

割
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）

流
行
の
緊
急
対
策
と
し
て
の
予
防
接
種

費
用
、
生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
補
助

金
の
申
請
件
数
が
予
想
以
上
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
当
初
予

算
で
は
早
期
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
の
予
算
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
東
京
都
の
補
助
を
受

け
、
不
登
校
児
な
ど
に
対
す
る
指
導
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

き
た
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
代
え
て
実
施
す
る

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
自
立
支
援
事
業
委
託
金
や
、
国
分
寺
市
に
処

理
を
委
託
し
て
い
る
事
業
系
の
ご
み
が
、
処
理
し
き
れ
な
く
な
っ
た
場

合
に
、
民
間
処
理
施
設
に
処
理
を
委
託
す
る
委
託
料
な
ど
で
す
。

義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に

関

す

る

条

例

ご
み
処
理
施
設

建

設

等

調

査

特
別
委
員
会
を
設
置

市
長
報
告（
貫
井
北
町

公
務
員
住
宅
用
地
の

一
部
売
却
に
つ
い
て
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

（
第
３
回
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

（
第
２
回
）
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審
議
し
た
主
な
議
案

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１９

算
（
第
２
回
）
は
、
６
月
１
日
の

本
会
議
で
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
、　

日
の
委
員
会
で
審
査
し

１８

ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
総
額
に
、

千　

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

６８５
を　

億
４
千　

万
６
千
円
と
す
る

３４１

６１０

も
の
で
す
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
義
務
教

育
就
学
児
医
療
費
助
成
事
業
に
要

す
る
経
費
、
問
題
を
抱
え
る
子
ど

も
等
自
立
支
援
事
業
に
要
す
る
経

費
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

に
要
す
る
経
費
、
貫
井
か
し
の
き

公
園
花
壇
等
に
要
す
る
経
費
、
可

燃
ご
み
処
理
委
託
料
（
事
業
系
緊

急
対
応
分
）
な
ど
で
す
。

　

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

事
業
に
要
す
る
経
費
は
、
平
成　
１９

年　

月
１
日
か
ら
義
務
教
育
就
学

１０
期
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

対
し
、
児
童
に
係
る
医
療
費
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
自
立

支
援
事
業
に
要
す
る
経
費
は
、
従

来
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
が
、
問
題

行
動
に
対
す
る
行
動
連
携
推
進
事

業
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
、

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
自
立
支

援
事
業
委
託
金
に
事
業
を
組
み
替

え
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
に

要
す
る
経
費
は
、
平
成　

年
度
東

１９

京
都
新
規
事
業
の
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
、

通
常
業
務
を
通
じ
た
市
内
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
防
犯
効
果
を

よ
り
高
め
る
た
め
、
庁
用
車
両　
１０

台
に
青
色
回
転
灯
を
装
備
す
る
も

の
で
す
。

　

貫
井
か
し
の
き
公
園
花
壇
造
成

等
に
要
す
る
経
費
は
、
貫
井
か
し

の
き
公
園
に
花
壇
を
整
備
す
る
た

め
、
消
耗
品
の
購
入
、
花
壇
の
造

成
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

可
燃
ご
み
処
理
委
託
料
（
事
業

系
緊
急
対
応
分
）
は
、
国
分
寺
市

に
処
理
を
委
託
し
て
い
る
事
業
系

の
ご
み
が
、
処
理
し
き
れ
な
く
な

っ
た
場
合
に
、
民
間
処
理
施
設
に

処
理
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２６
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

市
は
医
療
費
の
助
成
に
努
め
て

き
た
が
、
今
回
は
更
な
る
子
育
て

支
援
の
推
進
と
し
て
、
小
中
学
校

医
療
保
険
の
自
己
負
担
３
割
の
う

ち
１
割
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

都
と
多
摩
地
域
の
財
政
格
差
は
あ

る
も
の
の
、
少
子
化
、
子
育
て
支

援
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
喜

ば
し
い
こ
と
。
そ
の
他
、
事
業
系

ご
み
処
理
委
託
、
一
時
保
育
の
充

実
や
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
対

策
、
児
童
遊
園
・
子
供
広
場
管
理

に
要
す
る
経
費
な
ど
が
あ
り
、
特

段
の
非
難
を
受
け
る
こ
と
の
無
い

補
正
予
算
と
い
え
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

ま
ず
第
１
に
義
務
教
育
就
学
児

医
療
費
助
成
事
業
に
要
す
る
経
費
。

現
行
３
割
の
医
療
負
担
を
２
割
に

す
る
の
で
都
と
市
が
各
２
分
の
１

負
担
す
る
。
医
療
費
の
助
成
は
子

育
て
支
援
策
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

第
２
に
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
事

業
補
助
金
。
子
ど
も
た
ち
の
安
心

安
全
の
た
め
犯
罪
の
抑
止
力
と
な

る
。
第
３
に
ご
み
減
量
啓
発
に
要

す
る
経
費
。
他
市
に
広
域
支
援
を

頂
い
て
い
る
中
で
大
事
で
あ
る
。

第
４
に
児
童
遊
園
・
子
供
広
場
維

持
管
理
に
要
す
る
経
費
。
以
上
の

点
で
市
民
に
必
要
と
考
え
賛
成
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
日
本

共
産
党
が
何
度
も
拡
充
を
要
望
し

て
き
た
、
一
時
保
育
の
事
業
が
一

園
で
新
た
に
実
施
さ
れ
る
予
算
や

義
務
教
育
終
了
前
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
軽
減
に
関
す
る
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

新
た
な
市
民
負
担
増
と
な
る
内
容

が
な
い
こ
と
が
賛
成
の
主
な
理
由

で
あ
る
。
し
か
し
、
住
民
税
増
税

な
ど
で
市
民
生
活
が
大
変
な
と
き
、

低
所
得
者
へ
の
対
策
な
ど
、
市
が

市
民
生
活
を
応
援
す
る
施
策
を
講

じ
る
こ
と
が
、
本
来
求
め
ら
れ
る
。

今
後
の
対
策
強
化
を
要
望
す
る
。

 　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
ご
み
減

量
啓
発
に
要
す
る
経
費
と
、
麻
し

ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
に
要

す
る
経
費
な
ど
で
す
。

　

ご
み
減
量
啓
発
に
要
す
る
経
費

は
、
ご
み
減
量
を
推
進
す
る
た
め
、

市
民
の
方
が
購
入
す
る
生
ご
み
処

理
機
の
補
助
金
の
申
請
件
数
が
、

す
で
に
当
初
の
見
込
件
数
を
超
過

し
、
今
後
も
多
く
の
申
請
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
増
額
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
に
要
す
る
経
費
は
、
市
内
在
住

の
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

未
摂
取
及
び
未 
罹  
患 
の
幼
児
、

り 

か
ん

小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
、
公
費
負
担
に
よ
る
予
防
接
種

等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２６
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

第
一
に
麻
し
ん
流
行
の
緊
急
対

策
と
し
て
幼
児
、
児
童
、
生
徒
へ

の
感
染
予
防
対
策
費（
公
費
負
担
）

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
予
想
を
は
る
か
に
上
回

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１９

算
（
第
３
回
）

る
勢
い
で
「
生
ご
み
処
理
機
」
が

家
庭
内
に
急
速
に
普
及
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
新
た

に
千
台
分
追
加
す
る
補
正
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
昨
年　

月
に
「
ご

１０

み
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
て
い

ま
す
が
、
補
助
金
の
有
効
活
用
に

よ
り
、
更
な
る
ご
み
減
量
施
策
に

全
力
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

要
望
し
て
い
た
は
し
か
の
公
費

助
成
、
生
ご
み
処
理
機
の
助
成
制

度
が
新
た
に
計
上
さ
れ
た
こ
と
は
、

積
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
ご

み
電
動
処
理
機
に
つ
い
て
市
議
会

議
員
が
、
特
定
業
者
を
引
き
合
わ

せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
が
、
小
金
井
市
が
紹
介
を
受
け

た
特
定
業
者
の
処
理
機
を
必
要
な

事
務
手
続
を
経
ず
に
展
示
す
る
対

応
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
市

長
は
不
適
切
な
対
応
だ
っ
た
と
認

め
た
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

 　

可
燃
ご
み
の
中
で
、
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、
大
幅
に
減

量
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
減
量
が
微

減
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者
か
ら
の
ご
み
の
発
生
抑
制
及

び
資
源
化
の
向
上
と
更
な
る
ご
み

減
量
を
す
る
た
め
に
条
例
の
改
正

を
し
ま
す
。

　

改
正
内
容
は
、
平
成　

年　

月

１９

１０

１
日
か
ら
廃
棄
物
処
理
手
数
料
を

「
市
長
が
収
集
、
運
搬
及
び
処
分

し
た
も
の
」
を
１
!
に
つ
き　

円
３１

か
ら　

円
（
該
当
す
る
事
業
者
な

４９

し
）、「
市
長
の
指
定
し
た
場
所
に

搬
入
し
た
も
の
」
を
１
!
に
つ
き

廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

円
か
ら　

円
と
す
る
も
の
で
す
。

２０

３８

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

 　

今
回
の
改
正
の
主
な
も
の
は
、

認
定
こ
ど
も
園
制
度
開
始
に
伴
う

補
助
対
象
者
の
変
更
及
び
所
得
基

準
額
の
変
更
を
行
う
た
め
の
も
の

で
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
制
度
開
始
に
伴

う
補
助
対
象
者
の
変
更
は
、
私
立

幼
稚
園
及
び
幼
稚
園
類
似
の
幼
児

施
設
に
在
籍
す
る
幼
児
の
保
護
者

の
ほ
か
に
、
私
立
保
育
所
型
認
定

こ
ど
も
園
と
私
立
地
方
裁
量
型
認

定
こ
ど
も
園
に
在
籍
す
る
幼
児
の

保
護
者
に
ま
で
拡
大
す
る
も
の
で

す
。

　

所
得
基
準
額
の
変
更
は
、
地
方

税
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
補
助
金

交
付
の
対
象
に
な
る
所
得
基
準
額

を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 　

こ
の
条
例
の
改
正
内
容
は
、
郵

政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
よ
る
規
定
の
整
備

で
、
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
等

の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
の
２
分
の
１
の
額
と
す

る
も
の
と
新
た
に
規
定
さ
れ
た
た

め
、条
例
を
整
備
し
た
も
の
と
、相

続
等
に
よ
り
取
得
し
た
居
住
用
財

産
の
買
い
替
え
及
び
交
換
の
場
合

の
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

の
廃
止
に
伴
う
規
定
の
整
備
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護
者
補

助
金
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 　

こ
の
条
例
は
、
義
務
教
育
（
小

学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
が
対
象
）
の
児
童
・
生
徒
の

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
養
育

者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で

す
。
医
療
費
の
助
成
の
対
象
者
は
、

所
得
制
限
の
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

健
康
保
険
対
象
の
医
療
費
が
か
か

っ
た
場
合
に
、
通
常
、
小
学
生
以

上
の
自
己
負
担
割
合
は
３
割
で
す

が
、
１
割
を
市
と
東
京
都
が
２
分

の
１
ず
つ
助
成
し
自
己
負
担
割
合

を
２
割
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 　

今
回
の
改
正
は
、
上
位
法
令
で

あ
る
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
乳
幼
児
に
対
す

る
一
部
負
担
金
割
合
２
割
の
対
象

年
齢
が
、
現
行
の
３
歳
未
満
か
ら

義
務
教
育
就
学
前
ま
で
に
拡
大
、

　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
一
部
負
担

７０金
割
合
が
、
現
行
の
１
割
か
ら
２

割
に
見
直
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

 　

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
亜
鉛
の
下
水
道
へ
の
排

出
基
準
が
１
!
に
つ
き
５
!
以
下

か
ら
２
!
以
下
に
強
化
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

義
務
教
育
就
学
児
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

１９

高架化によって新しくなった東小金井駅舎



平成１９年（２００７年）８月１０日発行－３－　　（２１２号） 議 会 だ よ り

議　

決　

結　

果

○賛成　　×反対　　△退席
付　
　

託　
　

先

議 案 の 審 議 結 果 会派名（人数）　 　　※議長は除く

民
主
党
市
民 
!

改
革
連
合 
!

小
金
井
民
主
党 
!

日
本
共
産
党 
!

公　

明　

党 
!

み
ど
り
の
風 
!

自
由
民
主 
!

原案可決○○○○○○○予平成１９年度小金井市一般会計補正予算（第２回）

第

２

回

定

例

会

原案可決○○○○○○○総小金井市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○厚小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○厚小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例

原案可決○○○×○×○厚小金井市国民健康保険条例の一部を改正する条例

原案可決○○○×○○３
×２○ご小金井市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○建小金井市下水道条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○即平成１９年度小金井市一般会計補正予算（第３回）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
市
民
の
関
心
が
高
い
。
!
霊
園

通
り
（
市
道　

号
線
）
の
横
断
歩

３９９

道
に
押
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
を
設

置
し
な
い
か
。
!
第
四
小
学
校
横

の
道
路
（
市
道　

号
線
）
の
交
通

５２８

規
制
を
徹
底
す
る
た
め
、
カ
ラ
ー

舗
装
を
行
わ
な
い
か
。
!
同
小
学

校
の
通
用
門
か
ら
南
へ
下
る
部
分

の
道
を
拡
幅
で
き
な
い
か
。
!
い

な
げ
や
貫
井
南
店
わ
き
か
ら
北
上

す
る
通
り
（
市
道　

号
線
）
の
安

１９

全
対
策
を
検
討
し
な
い
か
。
!
市

役
所
本
庁
舎
北
側
の
、
小
金
井
工

業
高
校
へ
抜
け
る
道
に
残
る
Ｕ
字

溝
を
撤
去
し
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
押
ボ
タ
ン

式
に
つ
い
て
警
察
の
見
解
を
聴
い

て
み
た
い
。
!
カ
ラ
ー
舗
装
は
行

う
方
向
で
お
答
え
す
る
。
!
拡
幅

に
つ
い
て
は
、
土
地
の
整
理
が
今

年
度
つ
け
ば
来
年
度
の
事
業
化
と

な
る
。
!
難
し
い
が
、
ご
意
見
と

し
て
お
伺
い
す
る
。
!
市
と
し
て

は
撤
去
し
た
い
が
、
Ｕ
字
溝
を
残

す
よ
う
希
望
す
る
人
も
い
る
。
今

後
地
権
者
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
新
し
い
ご
み
焼
却
場

の
建
設
に
関
連
し
て
、「
世
界
一

厳
し
い
排
ガ
ス
基
準
を
目
指
さ
な

い
か
」、「
ご
み
発
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
検
討
し
な
い
か
」
等
を

質
問
。
ま
た
、
粗
大
ご
み
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
経
由
で
の
受
付
を
提
案
し
た
。

宮
崎
晴
光
（
小
金
井
民
主
党
）

　

!
小
金
井
市
の
小
中
学
校
以
外

の
施
設
で
は
、
耐
震
補
強
が
遅
れ

て
い
る
。
特
に
災
害
時
の
司
令
塔

と
な
る
地
域
安
全
課
が
本
庁
舎
１

階
に
な
り
、
築　

年
以
上
で
震
災

４０

時
に
機
能
が
果
た
せ
る
か
疑
問
だ
。

耐
震
診
断
を
し
て
安
全
性
に
問
題

が
あ
る
な
ら
対
策
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

元
々
６
階
建
て
の

設
計
を
４
階
建
て
に
し
て
い
る
の

で
強
度
は
あ
る
と
思
う
。

　

市
長　

防
災
機
能
を
他
に
移
す

と
数
億
円
掛
か
る
の
で
難
し
い
。

　

!
総
合
体
育
館
や
福
祉
会
館
等

多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
施
設
は
、

安
全
面
に
つ
い
て
予
算
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
補
修
営
繕
を
行
う
べ
き
だ
。

　

企
画
財
政
部
長　

市
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
、
緊
急
必
要
な

も
の
は
優
先
し
た
い
。

　

生
涯
学
習
部
長　

体
育
館
は
平

成　

年
度
に
大
規
模
改
修
調
査
の

２２
予
定
。

　

福
祉
保
健
部
長　

福
祉
会
館
は

今
年
度
予
算
で
塗
装
工
事
の
予
定
。

　

!
市
の
施
設
へ
の
不
審
者
侵
入

に
つ
い
て
早
急
に
対
策
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

火
災
や
震
災
に
対

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
加
え
、
今
後

具
体
的
に
対
策
を
立
て
実
施
し
た

い
。

　

市
長　

９
月
議
会
に
小
金
井
市

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
提

案
す
る
。
庁
内
的
に
も
き
ち
ん
と

整
備
し
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
と

通
学
路
の
安
全
対
策
と

整
備
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て

小
金
井
市
施
設
の

小
金
井
市
施
設
の

危
機
管
理
に
つ
い
て
問
う

危
機
管
理
に
つ
い
て
問
う

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

市
は
道
路
を
拡
げ
る
た
め
の
税

の
減
免
に
つ
い
て
広
報
が
不
十
分

だ
。
昭
和　

年
か
ら
市
域
全
体
が

４５

市
街
化
区
域
に
な
っ
て
い
る
の
に

道
路
整
備
の
予
算
が
少
な
す
ぎ
る
。

結
果
、
前
原
一
、
二
丁
目
や
中
町

一
、
四
丁
目
で
は
狭
隘
な
道
路
が

多
く
、
通
行
車
輌
幅
が
１
・
７
ｍ

以
下
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
。　

人
乗
り
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

１０

車
で
す
ら
通
行
に
難
が
あ
る
。

　

警
察
で
は
朝
夕
の
進
入
禁
止
規

制
が
あ
り
コ
コ
バ
ス
運
行
の
障
害

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
問
題

の
解
消
に
向
け
行
政
と
し
て
の
公

平
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
べ

き
だ
。
!
道
路
行
政
の
遅
れ
と
道

路
拡
幅
に
向
け
て
の
施
策
を
問
う
。

!
１
・
７
ｍ
通
行
規
制
に
合
わ
せ

た
ミ
ニ
バ
ス
運
行
を
検
討
し
な
い

か
。
!
障
害
者
や
介
護
認
定
者
が

利
用
で
き
る
福
祉
車
輌
に
つ
い
て

問
う
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
道
路
提
供

者
に
は
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
免

を
し
、
寄
附
や
道
路
使
用
許
可
の

協
力
を
頂
い
た
場
合
は
集
水
マ
ス
、

道
路
舗
装
を
し
て
管
理
す
る
。
!

　

名
プ
ラ
ス
車
椅
子
１
名
が
補
助

１０金
の
条
件
で
あ
り
、
幅
１
・　

ｍ
８８

の
車
輌
で
検
討
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
予
約
会
員

制
で
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、　

年
１８

度
で
６
千　

回
の
利
用
が
あ
る
。

１１１

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

!
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
駅
名
は

市
民
税
が
生
命
線
の
当
市
に
大
き

な
プ
ラ
ス
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
。

Ｊ
Ｒ
が
提
示
し
た
金
額
は
？

　

都
市
整
備
部
長　

約
６
億
円
。

　

!
法
外
な
費
用
で
あ
る
。
私
の

調
査
で
は
、
十
王
町
、
西
宮
市
、

大
津
市
の
順
に
５
千
万
円
、
数
十

万
円
、
１
億
円
。
西
宮
市
は
当
初

示
さ
れ
た
２
億
円
を
新
駅
周
辺
の

駐
輪
場
と
周
辺
道
路
整
備
事
業
で

交
渉
し
、
数
十
万
円
と
大
幅
ダ
ウ

ン
さ
せ
た
。
!
南
武
線
西
府
駅
の

開
通
時
期
は
？
!
東
西
南
北
等
冠

を
持
つ
近
隣
市
の
動
向
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
平
成　

年
２１

３
月
予
定
。
!
国
分
寺
市
等
複
数

の
市
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

　

!
首
都
圏
に
は
さ
い
た
ま
市
、

船
橋
市
等　

近
い
市
が
同
じ
問
題

２０

を
抱
え
る
。
駅
名
変
更
の
費
用
低

減
よ
り
総
務
省
、
他
県
も
含
め
た

広
域
連
携
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

地
域
を
イ
メ
ー
ジ
出
来

る
駅
名
は
効
果
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
ト
ッ
プ
も
東
西
南
北
等
の

冠
は
嫌
が
っ
て
い
る
と
聞
く
。

　

!
中
央
線
高
架
化
、
両
駅
周
辺

整
備
事
業
等
に
約　

億
円
投
入
す

３６８

る
。
西
宮
市
以
上
の
好
条
件
を
有

す
。
平
成　

年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正

２１

時
を
目
途
に
進
め
る
べ
き
だ
。

■
そ
の
他
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設

置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

南
東
部
地
域
の

南
東
部
地
域
の

コ
コ
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

コ
コ
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

「
東
小
金
井
駅
の
駅
名

「
東
小
金
井
駅
の
駅
名

変
更
に
つ
い
て
」
問
う

変
更
に
つ
い
て
」
問
う

（自由民主）自由民主クラブ
（みどりの風）みどりの風
（公明党）小金井市議会公明党
（日本共産党）日本共産党小金井市議団
（小金井民主党）小金井市議会民主党
（改革連合）改革連合
（民主党市民）民主党こがねい市民会議

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問（３ページ～６ページ）
６・７・８・１１日

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　予：予算特別委員会
　　　　　　ご：ごみ処理施設建設等調査特別委員会
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方
な
り
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　

!
毎
年　

件
程
度
分
譲
マ
ン
シ

１０

ョ
ン
が
増
え
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
者
懇
談
会
の
開
催
と
マ
ン

シ
ョ
ン
の
相
談
窓
口
の
設
置
を
検

討
せ
よ
。

　

都
市
整
備
部
長　

今
年
４
月
か

ら
新
設
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

の
中
で
研
究
し
た
い
が
、
懇
談
会

に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
で

あ
る
。
相
談
会
に
つ
い
て
は
、
現

在
都
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
相
談
を

紹
介
し
て
い
る
が
、
今
後
研
究
し

た
い
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

!
中
町
前
原
の
坂
下
の
コ
コ
バ

ス
実
施
に
向
け
残
さ
れ
た
課
題
と

し
て
、
!
車
両
交
通
の
時
間
規
制

を
工
夫
で
き
な
い
か
。
!
道
幅
が

狭
い
と
こ
ろ
は
ル
ー
ト
変
更
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
車
両
の
時

間
規
制
は
、
車
両
を
限
定
し
て
走

ら
せ
て
も
ら
う
方
向
で
交
渉
中
。

　

!
特
別
に
認
定
し
て
走
ら
せ
る

の
も
可
能
だ
が
、
道
路
拡
幅
の
方

向
も
地
主
さ
ん
と
精
力
的
に
交
渉

中
で
あ
る
。

　

!
課
に
よ
っ
て
情
報
公
開
の
判

断
も
違
い
、
ま
た
請
求
す
る
時
期

に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
る
も
の
も
違

う
。
統
一
的
な
運
用
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

総
務
部
長　

今
後
こ
と
あ
る
ご

と
に
研
修
等
を
含
め
一
定
の
考
え

題
と
し
た
い
。

　

市
長　

行
政
に
頼
ら
ず
頑
張
れ

と
い
う
ふ
う
に
私
は
言
い
た
い
。

　

!
小
中
学
校
の
教
育
条
件
の
整

備
を
求
め
る
。
!
冷
房
設
備
の
拡

充
を
、
特
に
特
別
支
援
学
級
は
す

ぐ
に
行
わ
な
い
か
。
!
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
皮
フ
の
弱
い
子
が
増
え
る

中
、
プ
ー
ル
の
温
水
シ
ャ
ワ
ー
の

拡
充
を
求
め
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

!
特
別
支
援

学
級
は
要
望
に
基
づ
き
整
備
し
て

い
く
。
!
皮
フ
炎
な
ど
衛
生
面
で

の
良
さ
は
認
識
し
て
い
る
。
緊
急

度
に
応
じ
対
応
し
て
い
く
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

!
青
年
の
雇
用
を
め
ぐ
る
現
状

は
深
刻
で
あ
る
。
失
業
率
で
他
の

世
代
の
約
２
倍
、　

歳
以
下
で
は

２４

２
人
に
１
人
が
非
正
規
雇
用
で
、

労
働
法
を
無
視
し
た
労
働
条
件
や

最
近
は
「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現

状
に
市
と
し
て
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
!
雇
用
の
権
利
や
ル
ー

ル
の
啓
発
に
努
め
な
い
か
。
!
就

労
支
援
の
強
化
を
求
め
る
。
!
生

活
支
援
策
の
検
討
を
要
望
す
る
。

　

経
済
課
長　

!
ポ
ケ
ッ
ト
労
働

法
な
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
啓

発
し
て
い
く
。
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
と
連
携
し
労
働
講
座
な

ど
検
討
し
た
い
。
!
雇
用
労
働
関

係
の
情
報
を
よ
り
細
か
く
提
供
し

て
い
き
た
い
。
!
今
後
の
研
究
課

坂
下
コ
コ
バ
ス
実
現
を

坂
下
コ
コ
バ
ス
実
現
を

マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
充
実
を

マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
充
実
を

青
年
の
雇
用
問
題
に

青
年
の
雇
用
問
題
に

市
の
支
援
強
化
を
求
め
る

市
の
支
援
強
化
を
求
め
る

い
き
た
い
。
更
な
る
行
革
を
進
め

て
い
く
。

　

総
務
部
長　

!
現
在
も
短
期
間

で
行
っ
て
い
る
が
、
拡
大
で
き
る

よ
う
に
今
後
と
も
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
市
民
に
待
た
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、　

周
年
に

５０

間
に
合
う
よ
う
に
要
望
。
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
ま
ず
庁

内
か
ら
進
め
る
よ
う
に
現
状
を
指

摘
し
た
。
さ
ら
に
市
の
財
産
で
あ

る
緑
の
保
存
や
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
に
「
緑
の
特
区
」
を
創
っ
て
小

金
井
の
特
徴
を
大
事
に
し
な
い
か
、

と
提
案
し
た
。

鈴
木
洋
子
（
公
明
党
）

　

道
半
ば
の
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
!
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
は
何
か
、

量
か
ら
質
へ
の
取
組
を
ど
こ
ま
で

進
め
ら
れ
る
か
が
課
題
。
!
市
民

サ
ー
ビ
ス
精
神
の
徹
底
を
す
る
た

め
に
も
、
職
員
の
研
修
制
度
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
。
民
間
に
研
修

さ
せ
る
な
ど
、
工
夫
も
必
要
。
!

事
業
仕
分
け
や
行
政
評
価
制
度
の

充
実
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
時
間

外
勤
務
は
、
申
請
制
度
を
提
案
し

た
い
。
ま
た
、
責
任
に
応
じ
た
給

与
制
度
に
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

市
長　

!
行
革
は
小
金
井
市
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
ま
だ
道
半

ば
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
質

の
向
上
に
も
努
め
た
い
。
!
現
在

は
内
部
の
行
政
評
価
を
行
っ
て
い

る
が
、
事
業
仕
分
け
も
研
究
し
て

稲
葉
市
長
３
期
目
、
市
民

稲
葉
市
長
３
期
目
、
市
民

の
期
待
に
ど
う
応
え
る
か

の
期
待
に
ど
う
応
え
る
か

更なる行革に向けて

マタニティマークの普及を

共
施
設
配
置
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
と
い
う
計
画
策
定
が
前
提

で
あ
る
。
早
い
段
階
で
計
画
策
定

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
!
来
年

の
市
制　

周
年
に
合
わ
せ
て
検
討

５０

し
て
み
た
い
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
中
の
地
区
ま
ち
づ
く
り

準
備
会
協
議
会
の
活
用
も
考
え
ら

れ
る
の
で
、
説
明
し
な
が
ら
協
議

の
場
を
作
る
方
向
で
働
き
か
け
た

い
。
調
査
も
早
急
に
実
施
し
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
質
の
行
革
を
進

め
る
た
め
の
課
題
」
を
質
問
し
ま

し
た
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

先
の
市
長
選
挙
で
出
た
政
策
継

続
の
民
意
に
応
え
る
た
め
に
も
こ

れ
か
ら
の
街
づ
く
り
の
課
題
を
問

う
。
!
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開

発
の
第
２
地
区
に
つ
い
て
、
庁
舎

建
設
と
と
も
に
市
民
要
望
の
多
い

駅
前
保
育
園
や
駅
前
図
書
館
の
実

現
を
望
む
。
!
武
蔵
小
金
井
駅
北

口
に
関
し
、
地
元
の
協
議
の
場
作

り
と
、
さ
ら
に
武
蔵
小
金
井
駅
に

特
快
停
車
の
運
動
推
進
も
含
め
、

実
態
と
将
来
予
測
の
調
査
を
し
な

い
か
。
!
東
小
金
井
駅
名
変
更
を

視
野
に
お
き
、
南
北
の
公
園
の
結

節
点
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
作
り
、
表
示
を
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

!
新
た
な
公

共
施
設
の
整
備
は
、
市
全
体
の
公

引
き
続
き

引
き
続
き

街
づ
く
り
の
推
進
を

街
づ
く
り
の
推
進
を

い
。
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

　

!
妊
産
婦
の
無
料
検
診
を
拡
大

し
な
い
か
。
現
在
、
小
金
井
市
の

妊
産
婦
の
無
料
検
診
は
２
回
だ
け

で
あ
る
。
妊
産
婦
検
診
は
、
保
険

も
き
か
ず
負
担
が
重
い
。
妊
産
婦

の
健
康
と
安
心
、
安
全
そ
し
て
赤

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
国
が
提
案
し
て

い
る
よ
う
に
５
回
に
拡
大
し
て
ほ

し
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

本
市
は
交
付

税
不
交
付
団
体
で
大
変
つ
ら
い
。

都
に
財
政
支
援
の
要
望
を
行
う
。

■
そ
の
他
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
周
知
・
活
用
に
つ
い
て
質
問
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

!
こ
の
マ
ー
ク
は
、
公
明
党
の

提
案
で
妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
昨
年
、
国
で
制

定
さ
れ
た
も
の
だ
。
小
さ
な
命
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
ま
た
社
会
全
体
で
、

子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
、
と
い

う
意
識
の
啓
発
に
も
な
っ
て
い
く

と
考
え
る
。「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
」
を
母
子
手
帳
の
配
布
の
と
き

に
、
一
緒
に
配
布
し
て
欲
し
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

具
体
的
に
展

開
で
き
る
よ
う
な
準
備
を
整
え
て

い
き
た
い
。

　

!
出
産
育
児
一
時
金
の
受
領
委

任
払
い
制
度
の
活
用
は
、
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

市
民
部
長　

４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
１
件
の
利
用
だ
け
で
、
ま
だ

多
く
の
人
が
こ
の
制
度
を
知
ら
な

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」のの

普
及
・
活
用
に
つ
い
て

普
及
・
活
用
に
つ
い
て

を
撤
去
し
て
３
期
目
の
工
事
と
し

て
上
り
本
線
の
高
架
橋
を
構
築
す

る
が
、
あ
る
程
度
全
面
が
高
架
に

な
ら
な
い
と
、
信
号
機
の
ケ
ー
ブ

ル
、
高
架
事
業
の
仮
設
事
務
所
な

ど
が
入
ら
な
い
。
平
成　

年
の
上

２０

下
線
開
通
時
に
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
う
ま
く
暫
定
的
に
入
る
か

ど
う
か
も
含
め
て
調
整
し
、
で
き

る
だ
け
早
く
駅
前
広
場
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　

市
民
部
長　

!
議
会
の
議
決
が

必
要
。
引
渡
し
の
時
期
等
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
の
で
現
時
点
で

は
議
会
に
提
案
で
き
な
い
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
市
民
）

　

中
央
線
の
連
続
立
体
化
工
事
は

平
成　

年
秋
に
は
上
下
線
と
も
高

２０

架
に
な
り
、
市
内
の
踏
切
が
無
く

な
る
。
一
方
南
口
再
開
発
は
地
権

者
の
一
部
と
都
市
再
生
機
構
双
方

で
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
再
開
発
ビ
ル

の
完
成
が
遅
れ
る
と
新
聞
報
道
さ

れ
た
。
!
ビ
ル
は
部
分
着
工
し
て

い
る
が
、
全
て
の
ビ
ル
が
着
工
す

る
の
は
い
つ
か
。
!
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
譲
渡
契
約
は
い
つ
か
。

!
再
開
発
ビ
ル
の
進
捗
と
は
別
に

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
先
行
工
事
は

可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

!
現
存
す

る
ビ
ル
が
除
か
れ
な
い
と
着
工
で

き
な
い
の
で
、
い
つ
頃
着
工
で
き

る
か
答
弁
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。

!
平
成　

年
ま
で
に
仮
線
、
駅
舎

２２

「
再
開
発
」

「
再
開
発
」駅
前
ロ
ー
タ
リ

駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
整
備
を
先
行
す
べ
き

ー
整
備
を
先
行
す
べ
き

将来の武蔵小金井駅北口街づくりに備えて調査を
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村
山
秀
貴
（
小
金
井
民
主
党
）

　

!
環
境
悪
化
の
た
め
減
少
傾
向

に
あ
る
小
金
井
桜
を
守
る
た
め
、

今
年　

月
に
、
小
金
井
桜
が
植
え

１１

ら
れ
た
こ
と
で
東
北
有
数
の
桜
の

名
所
と
な
っ
た
岩
手
県
北
上
市
か

ら
小
金
井
市
に
小
金
井
桜
の
苗
木

が
送
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
!

苗
木
移
植
の
た
め
の
手
続
は
。
!

史
跡
玉
川
上
水
保
存
管
理
計
画
と

の
兼
ね
合
い
は
。
!
市
が
で
き
る

協
力
内
容
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

!
玉
川
上
水

堤
は
大
正　

年
に
国
の
名
勝
、
平

１３

成　

年
に
史
跡
の
指
定
を
受
け
て

１５
お
り
、
市
、
都
、
国
の
各
部
署
か

ら
複
雑
な
手
続
を
経
て
許
可
が
必

要
。
!
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
提
供
や

Ｐ
Ｒ
等
。

　

企
画
財
政
部
長　

!
教
育
庁
は

「
小
金
井
桜
」

「
小
金
井
桜
」の
里
帰
り

の
里
帰
り

イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て

玉
川
上
水
整
備
活
用
計
画
策
定
委

員
会
で
の
許
可
が
必
要
と
し
て
い

る
。
第
１
回
委
員
会
が　

月
開
催

１１

予
定
な
の
で
イ
ベ
ン
ト
に
間
に
合

わ
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
対
策
を

考
え
た
い
。

　

!
改
め
て
桜
を
小
金
井
市
の
貴

重
な
財
産
と
し
て
認
識
し
活
用
し

て
い
く
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

市
が
桜
憲
章

や
保
護
条
例
な
ど
を
定
め
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
に
、
薬
物
乱
用
防
止
対

策
の
更
な
る
充
実
を
求
め
る
質
問

を
し
ま
し
た
。

武蔵小金井駅近くの駐輪場

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

!
玉
川
上
水
の
南
側
に
あ
る
上

水
桜
通
り
で
、
夜
間
暗
い
所
に
街

路
灯
（
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
）
設
置
を

要
望
し
た
い
。
梶
野
町
三
丁
目
の

市
境
か
ら
武
蔵
野
市
側
に
は
ラ
イ

ト
が
あ
っ
て
夜
間
歩
行
者
に
と
っ

て
問
題
な
い
が
、
小
金
井
市
側
は

真
っ
暗
だ
。
少
な
く
と
も
、
市
境

か
ら
梶
野
橋
ま
で
の
約　

メ
ー
ト

１２０

ル
の
間
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
付
け

る
べ
き
だ
。「
名
勝
小
金
井
桜
」の

エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
関
係
機
関
、

と
り
わ
け
東
京
都
建
設
局
と
も
協

議
し
て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

現
地
を
確
認

し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
付
け

ら
れ
る
か
検
証
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

!
市
内
の
廃
滅
水
路
は
、
平
成

　

年
に
地
方
分
権
一
括
法
で
国
か

１７

ら
小
金
井
市
に
所
有
権
が
移
っ
て

い
る
。
!
平
成
２
年
に
策
定
さ
れ

た
「
水
路
の
利
用
計
画
」
は
見
直

し
、
早
期
に
更
新
す
べ
き
だ
。
!

水
路
の
払
下
げ
要
望
に
対
す
る
市

の
対
応
の
現
状
を
問
う
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
実
態
調
査

を
し
た
。
そ
の
上
で
見
直
し
た
も

の
が
近
く
出
来
上
が
っ
て
く
る
。

!
平
成　

年
度
は
払
下
げ
関
連
で

１９

歳
入
６
千
万
円
強
を
計
上
し
た
。

４
月
に
要
綱
を
定
め
用
途
廃
止
や

価
格
等
の
審
査
会
も
立
ち
上
げ
て

お
り
、
関
係
課
と
調
整
し
進
め
て

い
く
。

市
制

周
年
事
業
と
し
て

市
制　

周
年
事
業
と
し
て

５０５０

ラ
ジ
オ
体
操
全
国
放
送
を

ラ
ジ
オ
体
操
全
国
放
送
を

!
具
体
的
な
提
案
を
受
け
た
の
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

!
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
方
へ
の

思
い
や
り
施
策
と
し
て
、
は
け
の

新
小
金
井
街
道
あ
た
り
に
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

ト
ー
タ
ル
的

に
は
設
置
で
き
な
い
場
所
で
は
な

い
と
思
う
が
費
用
対
効
果
、
ま
ち

づ
く
り
、
駅
前
基
盤
整
備
、
都
市

計
画
道
路
の
整
備
に
全
力
投
球
し

て
い
る
の
で
、
確
か
に
必
要
性
は

感
じ
ら
れ
る
が
利
用
頻
度
等
を
判

断
し
た
中
で
将
来
的
に
は
あ
り
得

る
話
で
検
討
課
題
と
受
け
止
め
る
。

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

!
市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し

５０

本
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
を
招
致
し
、

明
る
い
話
題
を
電
波
を
通
し
て
発

信
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
だ
。

!
過
去
の
様
子
を
伺
い
た
い
。
!

全
国
ラ
ジ
オ
体
操
会
連
盟
へ
の
働

き
か
け
を
早
め
に
し
、
各
地
か
ら

の
招
致
要
請
が
あ
る
中
で
外
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
願
い
た
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

!
１
回
目
が

平
成
元
年
８
月　

日
で
総
合
体
育

１５

館
落
成
記
念
、
体
育
協
会
創
立　
４０

周
年
、
市
制
施
行　

周
年
を
銘
打

３０

ち
小
金
井
公
園
で
８
千
人
参
加
、

平
成　

年
７
月　

日
は
市
制
施
行

１０

２６

　

周
年
記
念
行
事
と
し
て
や
は
り

４０小
金
井
公
園
で
５
千
人
を
超
え
る

参
加
者
を
集
め
た
実
績
が
あ
る
。

わ
せ
て
個
別
に
判
定
す
る
。

　

!
!
Ｊ
Ｒ
利
用
者
用
の
駐
輪
場

は
、
Ｊ
Ｒ
側
が
負
担
す
べ
き
と
い

う
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
!

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
の
坂
下
地
域

に
自
転
車
置
場
の
設
置
を
求
め
る

陳
情
書
を
趣
旨
採
択
以
降
、
ど
の

よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

!
自
転
車
法

や
自
転
車
駐
輪
場
秩
序
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
側
に
設
置

を
求
め
て
い
る
。
!
金
蔵
院
の
西

側
階
段
の
わ
き
や
、
ス
カ
イ
コ
ー

ポ
と
都
道　

号
線
に
並
行
し
て
い

１５

る
内
差
部
分
を
交
渉
し
て
い
る
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

!
!
収
入
が
増
え
な
い
の
に
税

金
が
上
が
る
中
で
、
市
民
の
悲
鳴

を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。
!

少
額
所
得
者
の
く
ら
し
を
守
る
た

め
に
、
住
民
税
を
免
除
す
る
仕
組

み
を
行
う
べ
き
。

　

市
長　

!
国
民
に
負
担
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
負
担
能
力
に
応

じ
て
や
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
基
本
に

政
治
が
行
わ
れ
て
い
く
べ
き
。

　

税
務
担
当
部
長　

!
市
税
賦
課

徴
収
条
例
第　

条
で
減
免
の
規
定

３５

を
設
け
て
い
る
。
生
活
保
護
基
準

程
度
の
収
入
の
人
や
、　

歳
以
上

６５

の
非
課
税
者
か
ら
課
税
者
に
な
っ

た
住
民
で
、
生
活
が
著
し
く
困
難

と
な
っ
た
人
も
、
減
免
の
申
請
は

可
能
。
減
免
の
基
準
に
照
ら
し
合

住
民
負
担
増
か
ら
市
民
の

住
民
負
担
増
か
ら
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
施
策
を

命
と
健
康
を
守
る
施
策
を

玉川上水の桜

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

!
「
ご
み
非
常
事
態
宣
言
」
を

受
け
、
燃
や
す
ご
み
の
更
な
る
減

量
を
。
!
生
ご
み
処
理
機
申
請
者

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
実
費
支

払
い
で
済
む
制
度
を
考
え
な
い
か
。

!
生
ご
み
処
理
機
申
請
枠
の
拡
大

を
し
な
い
か
。
!
生
ご
み
排
出
事

業
者
へ
自
己
処
理
を
促
す
た
め
に

新
た
な
補
助
制
度
を
考
え
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

!
変
更
す
る
予
定

は
な
い
。
!
一
定
の
措
置
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
!
各
市
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

!
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
制
度

を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
。
!
公

益
通
報
者
保
護
法
が
平
成　

年
４

１８

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
が
小
金

井
市
と
し
て
今
後
の
方
針
は
。
!

平
成　

年
１
月
よ
り
小
金
井
市
不

１７

当
行
為
等
対
策
要
綱
が
施
行
さ
れ

て
い
る
が
、
職
員
へ
の
周
知
と
対

策
作
り
に
向
け
て
市
の
対
応
を
問

う
。
!
小
金
井
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
条
例
を
検
討
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

!
こ
の
法
に
基
づ

き
定
め
ら
れ
た
自
治
体
の
範
囲
内

に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も
担
当

を
総
務
部
総
務
課
に
窓
口
を
置
い

て
、
一
定
の
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。
!
要
綱
集
と
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
職
員
に
配
布
し
て
い
る
。
部

長
会
等
で
一
定
の
対
応
を
す
る
よ

う
徹
底
し
て
い
る
。
!
他
市
の
実

態
を
見
つ
つ
考
え
て
い
き
た
い
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

!
中
央
線
の
高
架
化
に
伴
い
、

高
架
下
に
市
役
所
出
張
所
が
設
置

さ
れ
る
が
、
他
市
の
実
態
を
調
査

し
た
。
!
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
の

発
行
だ
け
で
は
な
く
、
取
扱
い
業

務
を
広
げ
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

!
開
庁
時
間
を
夜
間
、
土
・
日
な

ど
広
げ
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

!
!
、
市
民

部
、
企
画
財
政
部
、
都
市
整
備
部

で
検
討
し
た
い
。
取
扱
い
業
務
や

開
庁
日
・
時
間
は
、
他
市
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

!
国
の
医
療
制
度
の
改
定
に
よ

り
、
来
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
基
本
健
診
事
業
か
ら
、
市
は
国

民
健
康
保
険
加
入
者
に
限
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
健
診

事
業
に
変
更
さ
れ
る
が
、
!
対
象

人
数
と
受
診
率
は
。
!
除
外
さ
れ

る
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
が
ん
検
診

な
ど
を
継
続
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
!
同
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
な
ど
に
負

担
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
。
!

健
康
づ
く
り
推
進
員
な
ど
住
民
自

ら
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る
な
ど

市
が
責
任
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

保
険
年
金
課
長　

!
対
象
人
数

は
、１
万
７
千　

人
。　

％
。
!
現

８８３

６５

在
、
検
討
中
、
が
ん
検
診
は
継
続

し
た
い
。
!
税
改
定
が
な
い
と
は

い
え
な
い
。
!
今
後
検
討
し
た
い
。

「
上
水
桜
通
り
」に

「
上
水
桜
通
り
」に
フ
ッ
ト

フ
ッ
ト

ラ
イ
ト
の
設
置
を
！

ラ
イ
ト
の
設
置
を
！

燃
や
す
ご
み
の

燃
や
す
ご
み
の

更
な
る
減
量
を

更
な
る
減
量
を

福岡臨海リサイクルプラザの生ごみ処理機展示

市
民
の
健
康
を
守
る
施
策

市
民
の
健
康
を
守
る
施
策

の
充
実
に
つ
い
て
問
う

の
充
実
に
つ
い
て
問
う
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い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
提
言

に
は
謙
虚
に
耳
を
傾
け
て
い
く
が
、

私
自
身
の
条
例
提
案
の
考
え
方
を

変
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
!

子
ど
も
の
権
利
と
果
た
し
て
い
く

義
務
を
並
べ
て
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
辺
が
解
決
で
き
て
い

な
い
の
で
提
案
の
状
況
に
は
今
は

な
い
。

　

企
画
政
策
課
長　

!
一
部
尊
重

し
て
い
な
い
と
い
う
部
分
に
つ
い

て
は
、
審
議
会
の
委
員
に
は
納
得

い
た
だ
い
て
答
申
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

市
民
参
加
推
進
会
議
は
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
策
定
過
程
に
つ
い
て
、

「
市
民
参
加
条
例
の
付
属
機
関
等

の
答
申
の
尊
重
と
い
う
規
定
の
原

則
か
ら
し
て
、
答
申
が
尊
重
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
」
と
い

う
提
言
を
出
し
た
。
!
市
長
は
自

ら
を
正
当
化
し
、
重
く
受
け
止
め

よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
答
申
内

容
を
尊
重
し
な
か
っ
た
事
実
に
つ

い
て
、
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
!
芸
術
文
化
振
興
条
例
に
つ

い
て
も
、
答
申
を
尊
重
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
!
子
ど
も
の

権
利
条
例
に
つ
い
て
も
、
答
申
を

尊
重
し
て
早
期
に
議
会
に
提
案
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

!
私
の
政
策
的
な
も
の

も
あ
る
の
で
、　

％
尊
重
す
る
と

１００

高
架
に
切
り
替
わ
る
。
そ
の
時
点

で
は
南
口
に
Ｊ
Ｒ
の
建
物
が
残
存

し
て
い
る
の
か
。
い
つ
撤
去
を
終

え
る
の
か
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

具
体
的
に

い
つ
に
な
る
と
い
う
話
で
は
な
い
。

　

!
市
役
所
を
定
年
退
職
し
た
方

を
３
年
間
の
任
期
付
一
般
職
職
員

と
し
て
採
用
し
た
が
、
半
年
で
リ

タ
イ
ア
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
し

て
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　

市
長　

退
職
し
た
方
は
「
お
れ

に
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
任
期
付
職
員
に
関
し

て
は
適
材
適
所
で
考
え
て
い
く
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

!
侵
入
者
対
策
グ
ッ
ズ
の
配
備

状
況
に
つ
い
て
。
市
立
小
学
校
９

校
の
内
「
さ
す
ま
た
」
配
備
は
２

校
だ
け
、「
催
涙
ス
プ
レ
ー
」
配
備

は
１
校
だ
け
だ
。
ま
た
市
立
中
学

校
５
校
の
内
、「
さ
す
ま
た
」
配
備

は
３
校
だ
け
、「
催
涙
ス
プ
レ
ー
」

配
備
は
１
校
だ
け
だ
。
他
市
に
比

べ
て
非
常
に
遅
れ
て
い
る
が
、
!

配
備
基
準
は
あ
る
の
か
。
!
人
命

に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
金
額

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
だ
か
ら
、

早
急
に
対
処
し
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

!
今
の
と
こ

ろ
明
確
な
配
備
基
準
は
な
い
。

　

市
長　

!
非
常
に
答
弁
が
苦
し

い
が
、
内
部
で
検
討
し
た
い
。

　

!
駅
前
交
通
広
場
に
つ
い
て
。

中
央
線
は
来
年
の
秋
に
上
り
線
が

市民課の窓口

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

昨
年
３
月
に
ご
み
処
理
計
画
を

改
定
、　

月
に
非
常
事
態
宣
言
を

１０

出
し
た
。
!
平
成　

年
ま
で
焼
却

２１

炉
稼
働
可
能
を
当
市
の
共
同
処
理

体
制
が
と
れ
て
い
な
い
の
に
３
年

も
停
止
を
早
め
た
理
由
は
。
!
国

分
寺
市
と
共
同
処
理
で　

年
後
の

１０

施
設
候
補
地
に
ジ
ャ
ノ
メ
と
二
枚

橋
を
示
し
、
都
が
平
成
元
年
に
示

し
た
野
川
公
園
を
な
ぜ
外
し
た
の

か
。
!
建
設
場
所
に
１
!
も
必
要

と
す
る
の
は
人
口
減
、
ご
み
減
量
、

処
理
技
術
向
上
で
、
施
設
小
型
化

は
考
慮
し
な
い
の
か
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

!

平
成　

年
の
二
枚
橋
施
設
更
新
の

１６

　

!
規
模
で
は
３
市
と
も
分
散
処

２００理
に
な
り
、
府
中
・
調
布
両
市
は

他
市
と
当
市
は
新
方
策
を
進
め
る
。

!
平
成　

年
に
国
分
寺
に
共
同
処

１６

理
申
入
れ
、
庁
内
検
討
委
で
２
か

所
に
な
っ
た
。
野
川
公
園
は
当
初

住
民
反
対
で
困
難
に
、
今
回
も
法

的
、
都
の
政
策
上
困
難
。
!
将
来

の
ご
み
減
量
は
加
味
で
き
ず
、
小

型
化
で
も
緑
地
を
広
く
す
る
。

　

市
長　

二
枚
橋
で
新
焼
却
場
計

画
は
昭
和　

年
の
市
議
会
決
議
で

６０

不
可
能
に
。
焼
却
炉
停
止
で
全
量

を
他
市
に
広
域
支
援
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
。
当
市
内
に
場
所
を
確

保
で
き
な
い
と
１
年
ず
つ
の
更
新

が
で
き
な
く
な
る
。　

年
後
の
施

１０

設
だ
が
、
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。今年３月に策定された小金井市環境行動指針

知
す
る
。
市
民
の
環
境
行
動
に
支

援
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
環

境
政
策
課
で
対
応
し
た
い
。
!
市

民
や
事
業
者
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　
３００

部
の
作
成
な
の
で
、
増
し
刷
り
等

対
応
す
る
。
!
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
に
つ
い
て
の
研
修
を
考
え
て

い
る
が
、
い
つ
か
は
検
討
中
。

　

学
校
教
育
部
長　

!
今
年
か
ら

枠
配
分
予
算
に
な
り
、
削
減
さ
れ

た
も
の
は
予
算
の
枠
の
中
で
効
果

的
な
配
分
が
可
能
に
な
る
と
考
え

る
。
環
境
教
育
と
い
う
視
点
か
ら

節
減
を
指
導
し
た
い
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

地
球
の
温
暖
化
は
、
差
し
迫
っ

た
問
題
で
あ
る
。
環
境
の
保
全
・

回
復
や
創
出
の
た
め
に
市
民
・
事

業
者
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ
と
る
べ
き

「
環
境
行
動
指
針
」
が
策
定
さ
れ

た
。
!
市
民
へ
の
周
知
と
、
相
談

窓
口
は
。
!
環
境
行
動
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
活
用
の
仕
方
は
。
冊
子

の
部
数
は
足
り
る
か
。
!
市
役
所

内
部
の
取
組
は
「
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
を
策
定
。
初
年
度

の
今
年
は
、
ど
の
よ
う
な
市
職
員

研
修
を
す
る
の
か
。
!
小
中
学
校

で
の
省
エ
ネ
活
動
で
、
節
減
で
き

た
経
費
の
半
分
を
そ
の
学
校
に
還

元
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
環
境
教

育
と
し
て
導
入
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

!
市
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
他
、
環
境
行
事
で
も
周

学
校
へ
の
侵
入
者
対
策

学
校
へ
の
侵
入
者
対
策

グ
ッ
ズ
配
備
に
つ
い
て

グ
ッ
ズ
配
備
に
つ
い
て

「
燃
や
す
ご
み
」の

「
燃
や
す
ご
み
」の

処
理
計
画
に
つ
い
て
問
う

処
理
計
画
に
つ
い
て
問
う

で
あ
る
が
、
修
理
箇
所
が
多
い
の

で
そ
ち
ら
に
お
金
を
か
け
る
。

　

!
き
れ
い
な
広
報
掲
示
板
の
横

に
傷
ん
だ
市
民
掲
示
板
で
は
市
の

姿
勢
が
問
わ
れ
る
の
で
は
。

　

市
長　

市
民
掲
示
板
が
使
え
な

い
よ
う
な
状
況
が
保
持
さ
れ
る
の

で
は
市
民
が
見
て
も
行
政
へ
の
批

判
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
気
を

付
け
た
い
。

■
そ
の
他
に
、
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
奨
学
金
制
度
の
充
実
に
つ

い
て
、
定
員
の
拡
大
、
貸
与
制
度

の
新
設
、
寄
付
を
含
め
た
奨
学
金

基
金
の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

!
市
民
の
協
力
を
得
て
、
市
内

約　

か
所
に
あ
る
市
民
掲
示
板
を

１００
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
壊
れ
た
も
の

が　

基
あ
っ
た
。
年
２
、
３
基
の

１４
修
理
予
算
で
い
い
の
か
。
掲
示
板

の
状
態
の
全
体
的
な
把
握
は
や
っ

て
い
る
の
か
。

　

広
報
秘
書
課
長　

こ
れ
で
い
い

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
全
体
的
な

把
握
は
今
年
度
中
に
実
施
す
る
。

　

!
ま
と
め
た
修
理
を
。

　

広
報
秘
書
課
長　

ひ
ど
い
と
こ

ろ
か
ら
順
次
修
繕
の
努
力
を
す
る
。

　

!
駅
前
や
人
の
通
行
が
多
い
道

路
へ
の
増
設
を
。

　

広
報
秘
書
課
長　

駅
前
は
再
開

発
や
区
画
整
理
に
合
わ
せ
て
設
置

す
る
。
住
宅
地
の
ほ
う
に
設
置
の

声
が
あ
り
、
増
設
し
た
い
と
こ
ろ

市
民
掲
示
板
の
修
繕
と

市
民
掲
示
板
の
修
繕
と

増
設
を

増
設
を

　

市
民
課
長　

!
年
２
〜
３
件
。

　

市
長　

!
法
律
が
古
い
、
現
在

の
社
会
状
況
に
合
っ
て
い
な
い
、

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
権
利
が

保
障
さ
れ
て
い
な
い
、
医
療
の
進

歩
に
対
応
し
て
い
な
い
。
法
改
正

す
べ
き
だ
し
、
そ
う
い
う
流
れ
に

協
力
し
て
い
き
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

!
国
の
通
知

も
あ
り
関
係
課
で
再
確
認
し
た
。

　

市
民
部
長　

!
調
査
、
研
究
に

努
め
た
い
。

■
そ
の
他
「
生
ご
み
の
脱
焼
却
処

理
に
向
け
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　
　

年
以
上
前
の
明
治　

年
に
で

１００

３１

き
た
民
法　

条
の
規
定
に
よ
り
、

７７２

離
婚
後　

日
以
内
に
生
ま
れ
た
子

３００

ど
も
は
前
夫
の
戸
籍
に
入
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
し
か
し
、
離
婚
は
増

え
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
で
別
居
し
て
い
て

も
離
婚
で
き
な
い
、
夫
が
行
方
不

明
な
ど
複
雑
化
し
、
一
方
、
医
療

技
術
は
進
歩
し
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
も
可

能
と
な
る
な
ど
現
状
に
そ
ぐ
わ
な

い
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
!
市
窓

口
で
の
相
談
件
数
。
!
法
改
正
へ

の
考
え
。
!
児
童
手
当
、
保
育
所

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
子
ど
も

の
暮
ら
し
に
差
し
支
え
な
く
行
わ

れ
て
い
る
か
。
!
自
治
体
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
な
る
住
民
票

は
、
出
生
届
が
な
く
て
も
作
成
す

る
べ
き
だ
。

離
婚
後

離
婚
後　

日
問
題
は

日
問
題
は

３００３００

子
ど
も
の
立
場
で
対
応
を

子
ど
も
の
立
場
で
対
応
を

地
球
温
暖
化
の
防
止
に

地
球
温
暖
化
の
防
止
に

向
け
た
対
策
を
進
め
よ

向
け
た
対
策
を
進
め
よ

市
民
参
加
条
例
の

市
民
参
加
条
例
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

運
用
状
況
に
つ
い
て

他市の「さすまた」訓練のもよう



平成１９年（２００７年）８月１０日発行－７－　　（２１２号） 議 会 だ よ り

じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
自
衛

隊
に
よ
る
違
憲
・
違
法
な
国
民
監

視
活
動
は
直
ち
に
止
め
る
べ
き
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

遠
藤
百
合
子
議
員
と
同
時
に
、

市
の
対
応
に
も
大
き
な
問
題
が
あ

っ
た
。
市
は
遠
藤
議
員
か
ら
の
斡

特
定
の
生
ご
み
電
動
処
理
機
を
小
金

井
市
と
市
民
に
斡
旋
し
た
遠
藤
百
合

子
議
員
に
反
省
を
求
め
る
決
議

旋
を
受
け
、
起
案
を
せ
ず
、
ま
た

無
償
貸
与
に
関
す
る
文
書
も
取
り

交
わ
さ
な
い
ま
ま
、
特
定
の
生
ご

み
処
理
機
を
庁
内
に
運
び
込
み
、

展
示
・
稼
働
さ
せ
た
。
特
定
業
者

の
営
業
活
動
に
便
宜
を
図
る
行
為

と
は
い
え
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
も
、
行
政
と
し
て
の

正
常
な
手
続
が
一
切
取
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
市
長
の
責
任
が
重
大

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

温
暖
化
対
策
は
緊
急
課
題
で
あ

る
が
、
災
害
に
強
い
堤
防
や
道
路

等
の
基
盤
整
備
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
は
安
易
に
賛
同
で
き
な
い
。

　

公
共
事
業
・
開
発
事
業
は
妥
当

で
な
い
規
模
や
方
法
、
正
当
な
合

意
形
成
を
経
な
い
事
業
も
多
く
、

災
害
対
策
と
銘
打
つ
こ
と
で
監
視

が
甘
く
な
り
、
無
駄
な
税
金
の
支

出
や
本
来
的
な
環
境
対
策
・
温
暖

化
対
策
に
逆
行
す
る
よ
う
な
事
態

も
招
き
兼
ね
な
い
。

　

技
術
依
存
で
は
な
い
、
環
境
と

の
共
生
を
模
索
す
る
ソ
フ
ト
面
で

の
対
策
を
優
先
す
る
べ
き
だ
。

 
反
対
討
論
（
要
旨
）

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

文
部
科
学
省
は
４
月　

日
に
、

２４

小
６
と
中
３
生
に
学
力
・
学
習
状

況
調
査
を
実
施
。
こ
れ
は
!
義
務

教
育
の
機
会
均
等
と
教
育
水
準
の

向
上
、
!
各
教
育
委
員
会
と
学
校

で
教
育
結
果
を
検
証
し
、
改
善
す

る
た
め
で
あ
る
。
個
人
情
報
保
護

は
契
約
書
で
目
的
外
使
用
を
防
止

し
、
個
人
情
報
と
解
答
デ
ー
タ
を

分
離
し
た
。
子
ど
も
に
過
度
の
競

争
や
序
列
化
を
あ
お
る
も
の
で
な

く
、
学
力
と
生
活
習
慣
や
学
習
環

境
と
の
相
関
関
係
を
分
析
し
、
教

育
施
策
や
教
育
活
動
の
改
善
に
資

す
る
施
策
で
中
止
は
で
き
な
い
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
対
し

て
歴
代
の
政
権
は
「
我
が
国
を
防

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対
策
や

地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
・
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
検
討
を

直
ち
に
取
り
や
め
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

衛
す
る
た
め
の
必
要
最
小
限
の
範

囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法

上
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
立
場
を

示
し
て
き
た
。
そ
の
立
場
を
か
な

ぐ
り
捨
て
、
研
究
を
始
め
る
と
し

て
い
る
。

　

安
倍
首
相
が
解
釈
改
憲
を
急
ぐ

の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
応
え

る
た
め
。
し
か
し
、
こ
の
動
き
は

日
本
を
孤
立
化
さ
せ
る
も
の
。
明

文
改
憲
も
解
釈
改
憲
も
行
わ
な
い

国
づ
く
り
こ
そ
、
世
界
中
か
ら
信

頼
を
得
て
い
く
道
と
な
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

本
意
見
書
で
は
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
検
討
を
直
ち
に
や
め
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
が
、
政
府
が
検

討
し
て
い
る
の
は
そ
う
で
は
な
い
。

個
別
的
自
衛
権
か
集
団
的
自
衛
権

か
の
範
囲
を
議
論
し
、
個
別
的
と

し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
を
ど
う
法

的
に
整
備
し
て
い
く
か
、
と
い
う

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
も
の
だ
。

我
が
党
は
集
団
的
自
衛
権
そ
の
も

の
は
断
固
容
認
し
な
い
立
場
だ
が
、

本
意
見
書
の
中
の
事
実
認
識
が
違

う
と
指
摘
し
て
、
本
意
見
書
に
反

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
の
調
査
で
自
衛
隊

の
国
民
監
視
活
動
が
明
ら
か
に
な

っ
て
以
来
、
全
国
で
大
き
な
怒
り

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。
自
衛
隊

の
国
民
監
視
は
、
憲
法
で
保
障
さ

れ
た
自
由
な
言
論
や
活
動
を
脅
か

し
、
基
本
的
人
権
を
根
底
か
ら 
蹂 

じ
ゅ
う

 
躪 
す
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
・
防

り
ん衛

省
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
「
何

が
悪
い
の
か
」
と
居
直
り
と
開
き

直
り
の
態
度
を
取
っ
て
お
り
、
国

民
に
対
す
る
誠
意
が
ま
っ
た
く
感

自
衛
隊
に
よ
る
違
憲
・
違
法
の

国
民
監
視
を
直
ち
に
や
め
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席

意 見 書・決 議 の 審 議 結 果 会派名（人数）　※議長は除く
民
主
党
市
民 
!

改
革
連
合 
!

小
金
井
民
主
党 
!

日
本
共
産
党 
!

公　

明　

党 
!

み
ど
り
の
風 
!

自
由
民
主 
!要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　名

原案
可決○×○○×○×４

△１

「消えた年金」問題の解決に徹底した審議が求められるときに、政府与党が、十分な救済策を示
しえないまま年金時効特例法案を強行採決することは暴挙である。年金特例時効法案は撤回し、
「消えた年金」問題の国の責任と原因を明らかにし、すべての被害者を救済するための打開策を
講じることを求める。

「消えた年金」問題の責任と原
因を究明し、すべての被害者へ
の救済対策を求める意見書

原案
可決○○○○○○○

異常気象や猛暑の原因といわれる地球温暖化を防止するために、!森林資源などのバイオマスや
太陽光、風力などの自然エネルギーの活用!国などで省エネなどを率先導入する法（仮称「環境
配慮契約法」）の早期制定!学校や事業所の屋上緑化や壁面緑化の環境にやさしいエコスクールを
推進するなど、地球温暖化対策の強化拡充を求める。

異常気象による災害対策や地球
温暖化対策の強化・拡充を求め
る意見書

否決×××○×○４
×１×

小学６年と中学３年を対象に４３年ぶりの全国一斉学力テストが行われた。教科以外にプライバシ
ーにかかわる調査項目があり個人情報保護の観点から大きな問題がある。また、教育に過度な競
争を持ち込むことにより子どもの健全な発達を阻害し、学校を荒廃させることにもつながる全国
一斉学力テストの中止を求めるものである。

全国一斉学力テストの中止を求
める意見書

否決○××○×○×

政府が検討を開始した「集団的自衛権の行使」は、日本が攻撃されてもいないのに、日本の方か
らアメリカ本土や米軍部隊を防衛するために第三国を先制攻撃するという議論。これは政府自身
が「憲法上認められない」と述べていたもの。異常なアメリカ追随をやめ、集団的自衛権行使の
検討を直ちに取り止めることを求める。

集団的自衛権行使の検討を直ち
に取りやめることを求める意見
書

原案
可決○○○○○○○

政治資金管理団体の事務所費問題や緑資源機構の官製談合事件で疑惑が問題となり、松岡農水相
が自ら命を絶った。真相解明すべき安倍首相の責任が問われている。松岡氏の自殺で疑惑にふた
をすることがあってはならない。真相を解明し、再発防止策を抜本的にたてるなど政治と金の透
明度を高めることを要望する。

「緑資源機構」など官製談合事
件及び事務所費問題の疑惑解明
と再発防止を求める意見書

原案
可決○×○○×○×

自衛隊の情報保全隊が、日常的に大規模に国民の動向を監視していることが発覚した。これは集
会結社及び表現の自由を保障した憲法第２１条などに違反し、写真の隠し撮りは犯罪行為である。
戦前の暗黒政治を復活させるものであり許されない。同隊の活動内容を明らかにし、違憲・違法
の監視活動を直ちに中止することを求める。

自衛隊による違憲・違法の国民
監視を直ちにやめることを求め
る意見書

原案
可決○○○○○○△

市民から指摘され、遠藤百合子議員自らも弁明があり、特定の生ごみ電動処理機のビラをまき、
当該業者を市と市民団体に斡旋した事実を明らかにした。この行為は小金井市議会議員の政治倫
理に関する条例に抵触し、市議会への市民の信頼を損なうものであり、きわめて遺憾である。よ
って遠藤百合子議員に反省を求める。

特定の生ごみ電動処理機を小金
井市と市民に斡旋した遠藤百合
子議員に反省を求める決議

※可決された意見書は、国等の関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。
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議

決

結

果

○賛成　×反対　△退席付

託

先

請願 ・陳情 の審 議結果 会派名（人数）※議長は除く
民
主
党
市
民　
!

改
革
連
合　
!

小
金
井
民
主
党　

!

日
本
共
産
党　
!

公

明

党　
!

み
ど
り
の
風　
!

自
由
民
主　
!要　　　　　　　　旨件　　　　名

不採択○××△×○×議
市議会のホームページに、全市議会議員のメールアドレス・ホームページ
のＵＲＬ等を掲載すること、全市議会議員に一人一台のパソコンを貸与
すること等を求めるもの

市議会議員のＩＴ度向上を求める陳情書

採択○△○○○○○総
庁舎建設基金を頭金として、蛇の目ミシン工場跡地を購入したことに関
して、目的外使用になるか否か、国・都・市・顧問弁護士の見解を明ら
かにすること等を求めるもの

庁舎建設基金・庁舎建設予定地取得予算で購入した土地を焼却場
にすることの適法性の有無を確認する陳情書

採択○○○○○○○駅
ＪＲ中央線高架化工事が完了した時点で「開かずの踏切解消記念イベン
ト」を実施すること、開かずの踏切解消を祝して記念品を作成すること等
を求めるもの

高架への完全切り替え時に、開かずの踏切解消を記念してのイベ
ントの実施等をお願いする陳情書

採択○×○○△×１
△４○厚育児・出産・新生児・子育て支援並びにケアステージの拡充の検討を求

めるもの育児出産支援に関する陳情書

採択○△○○△○４
×１○建防災震災対策の推進及び安心安全な計画道路と緑のインフラ整備を求め

るもの震災対策強化を求める陳情書

不採択○××○×○３
×２×厚東京都と小金井市に、中学校三年生までの医療費無料化を実現すること

を求めるもの中学三年生までの医療費無料化に関する陳情書

付託先略称　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会　駅：駅周辺整備調査特別委員会　　　　　

小金井市議会議員の税等の納付状況
（平成１９年５月２５日現在の納付状況を掲載しています。）

森
戸　

洋
子

水
上　

洋
志

板
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真
也

関
根　

優
司

和
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茂
雄

鈴
木　

洋
子

五
十
嵐
京
子

篠
原
ひ
ろ
し

野
見
山
修
吉

青
木
ひ
か
る

斎
藤　

康
夫

小
川　

和
彦

紀　

由
紀
子

宮
下　
　

誠

伊
藤　

隆
文

中
根　

三
枝

漢
人　

明
子

小
山　

美
香

渡
辺　

大
三

宮
崎　

晴
光

村
山　

秀
貴

遠
藤
百
合
子

高
木　

真
人

露
口　

哲
治

議　員　名

項目・年度等

○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年分
所 得 税 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年分

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年分
○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年度

個人市民税・
都 民 税

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年度
○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年度

健 康
保険税（料）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年度
○－○○○－○○○○○○－－－－○○○－－－○○１６年度

年 金
保 険 料

○○○○○－○○○○○○○○－－○○○○○○○○１７年度
○○○○○－○－○○○○○○－－○○○－○○○○１８年度

※１　納付状況は、議員である期間を公開しています。
　２　表示例は、○ 当該年分又は年度に納付すべき額がすべて納付されている場合
　　　　　　　　　 （個人市民税・都民税の項目は、非課税を含む。）
　　　　　　　　△ 当該年分又は年度に納付すべき額の一部が納付されている場合
　　　　　　　　× 当該年分又は年度に納付すべき額がまったく納付されていない場合
　　　　　　　　－ 納付状況公開の該当期間に議員でなかったか、もしくは、年金保険料は
　　　　　　　　　 ６０歳の誕生日となったことにより納付義務がない場合

閉会中の委員会日程及び審査案件

建設環境委員会

　平成１９年８月２日!午前１０時
!道路拡幅に対し、安全・安心の街づ
くりを求める陳情書
!道路拡幅に対し、人間優先の道路づ
くりを求める陳情書

ごみ処理施設建設等調査特別委員会

　平成１９年８月６日!午前１０時
!ジャノメミシン工場跡地を焼却場候
補地（案）から外す事をお願いする
陳情書
!蛇の目ミシン跡地への焼却場建設計
画の白紙撤回を求める陳情書
!なぜ二枚橋用地を調布市・府中市か
ら提供してもらえると確信をもって
いえるのかを明らかにするよう求め
る陳情書
!新焼却施設建設場所選定等市民検討
委員会への諮問の文言の修正を求め
る陳情書
!ごみ処理施設建設及びごみ対策に係
る諸問題の調査

総務企画委員会

　平成１９年８月７日!午前１０時
!花咲く果樹園の再現に向けて、肥培
管理、草生栽培のあり方の検討に関
する陳情書

!消防団Ａによる建築法令違反工事
（耐火ボードの欠落）に関する陳情
書

!ごみ処理施設など迷惑施設・嫌悪施
設周辺の資産税減免措置を求める陳
情書

駅周辺整備調査特別委員会

　平成１９年８月１０日!午後２時
!フェスティバルコートの上に「緑の
天井」の設置を求める陳情書
!ＪＲ東日本の高圧電線の敷設に関す
る陳情書
!駅前ロータリー予定地からのＪＲ施
設群の立ち退き年月日を明確にする
ことなどを求める陳情書
!中央線連続立体交差化及び駅周辺開
発に係る諸問題の調査

厚生文教委員会

　平成１９年８月２２日!午前１０時
!「青少年のスポーツ広場設置」に関
する陳情書（同主旨他３件）

議会運営委員会

　平成１９年８月２４日!午後１時３０分
!議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて

　平成１９年８月２９日!午後２時
①次期定例会（臨時会を含む｡)の会期
及び会議日割等、議会運営に関する
調査

②議会の会議規則、委員会条例等に関
する調査

③議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて

行財政改革調査特別委員会

　平成１９年８月２８日!午前１０時
!行財政改革調査特別委員会の調査事
項に関する陳情書

!行財政の改革を推進することに係る
諸問題の調査

反
対
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

本
年　

月
か
ら
都
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

１０

小
・
中
学
生
へ
の
医
療
費
の
１
割
助
成
は
高

く
評
価
で
き
る
が
、
課
題
は
市
町
村
の
財
政

負
担
だ
。
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
は
実
現
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
際
に
は
都
か

ら
市
町
村
へ
の
財
政
支
援
策
を
明
ら
か
に
す

べ
き
だ
。
都
知
事
は
公
約
を
ひ
き
、
こ
の
医

療
費
無
料
化
実
現
へ
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
、
と
話
し
て
い
る
。
当
市
は
未
だ
行
革
道

半
ば
で
あ
り
過
度
の
財
政
負
担
は
避
け
る
べ

き
。
当
面
、
都
の
前
向
き
な
取
組
を
見
守
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

目
的

ご
み
処
理
施
設
建
設
及
び
ご
み

対
策
に
係
る
諸
問
題
の
調
査

　

委
員
長　

斎
藤　

康
夫

ごみ処理施設建設等調査ごみ処理施設建設等調査
特別委員会を設置特別委員会を設置

中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

に
関
す
る
陳
情
書

　

副
委
員
長　

五
十
嵐
京
子

　

遠
藤
百
合
子　

村
山　

秀
貴

　

宮
崎　

晴
光　

漢
人　

明
子　

　

伊
藤　

隆
文　

紀　

由
紀
子

　

野
見
山
修
吉　

和
田　

茂
雄　

　

関
根　

優
司　

森
戸　

洋
子

　

６
月　

日
付
け
で
、
遠
藤
百
合

２６

子
氏
が
副
委
員
長
を
辞
任
し
た
こ

と
に
伴
い
、
新
副
委
員
長
に
五
十

嵐
京
子
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。


